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論文内容の要旨
【目的】近年アレルギー性鼻炎などのアレルギー疾患においてT細胞が中心的役割を担っている可能性が
指摘されているの免疫療法はThcellの変調を介してその臨床効果を発現している可能性があるが，そ
の機序には不明な点も多い。そこで，健常人，未治療および免説療法中の通年性アレルギー性鼻炎患者よ
り採取分離した末梢血単核球を抗原刺激した際に産生されるIgEおよび各種サイトカイン量を測定し
通年性アレルギ一件ー鼻炎におけるT細胞レベルでの発症機序と免疫療法の効果発現機序を解明することを
試みた。
【対象.)j法】 15名の非アトピー健常人， 18名の未治政および58名の免疫療法中のコナヒョウヒダニを主
抗原とする通年性アレルギー性鼻炎患者より採取した末梢血単核球(1 X 106偶/mL)をlOpg/狙LのDerf1の
存在ドで刺激培養し 96時間後に活養上清中の各荷サイトカイン CIL-5，TNF-α. IFN-r )濃度を
ELlSAで測定した。
【成績】未治療の通年性アレルギー性鼻炎患者のIL-5およびTNF-a産生量は非アトピー健常人よりも有意
に大きく， IFN-r詫牛電は非アトピー健常人よりも有怠に小さかゥた。免疫療法中の通年性アレルギー性
鼻炎患者ではIL-5. IFN-rおよびTNF-αの産生母ーは未治療患者ーよりも有意に抑制怠れていた。しかし免
疫練法の臨床効果はIFN-rやTNドーαの変化と関連性がなく， IL-5産生の抑制と関連していたの
【考察】アレルギー性鼻炎患者のリンパ隊は抗原刺激時にTh2優位の反応を示した。また，免疫療法は
抗原刺激に対するThlとTh2の両反応を抑制したが，抗原刺激ドでのTh2反応の抑制が治療効果に関連
した免疫療法の主たる作用機序である可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
アレルギー性鼻炎などのアレルギー疾患においてT細胞が中心的役割lを担っている可能性が指摘されて
いるつ免役説法はTh細胞への変調作用を介してその臨床効果を発現している可能性が指摘されているが，
免疫療法の機序は充分には解明されていないω そこで.通年性アレルギ一件鼻炎に対する免疫償法の効呆
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発現機序をT細胞レベルで解明することを試みた。
15名の非ア卜ピー健常人， 18名の末治療および58名の免疫楼法中のコナヒョウヒダニを主抗原とする.iill
年性アレルギー性鼻炎患者より採取した末梢IflL単核球(1 X 101 個ImL)を10pg/mLのDerflの存在下で
刺激培差し 96時間後に情養上清中のIgE濃度と各稀.サイトカイン(lL-5.TNF-α. IFN-r )濃度を
ELlSAで測定した。また.免疫療法中の患者の鼻痕状を 9点法で評価し鼻症状の消失した著効群と鼻
痕状の残存している不良群に分けて比較した。
未治療の通年性アレルギー性鼻炎患者のIL-5およびTNF-α産生量は非アトピー健常人よりも有意に大き
し IFN-r産生量は非アトピー健常人よりも有意に小さかった。免疫療法中の通年性アレルギー性鼻炎患
者ではIL-5，lFN-TおよびTNトαの産生霊は未治療患者よりも有意に抑制されていた。しかし，免疫療法
の臨床効果はlFN-yやTNF..αの変化と街意な関連性がなく. 1レ5産生の抑制と関連していた。したがって，
通年性アレルギー性鼻炎に対する免疫療法は抗原刺激に対するThlとThZの両反応を抑制するが，抗原
刺激下でのThZ反応の抑制が治療効果に関連した免疫療法の主たる作用機序であると結論された。
本論文はコナヒョウヒダニを主抗原とする通年性アレルギー性鼻炎に対する免疫療法の効果発現機呼の
一端を解明したものであり，アレルギー性鼻炎の治療に新しい知見を加えた。よって若者は博士(医学)
の学位を授号されるに値するものと判定された。
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